
� �� � 広報しょうばら　2005.11 広報しょうばら　2005.11

�
東
城
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
��
に
こ
に
こ
広
場
��

�
た
か
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
��
こ
ど
も
の
杜
��

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�
を
紹
介
し
ま
す

開
設
時
間

今
後
�
行
事

問
�
合
�
�

問
�
合
�
�

主
�
活
動
内
容

開
設
時
間

主
�
活
動
内
容

　�
子
ど
も
の
笑
顔
や
チ
�
レ
ン

ジ
す
る
顔
に
会
い
た
い
���
子
育

て
の
楽
し
み
・
喜
び
に
出
会
い
た

い
���
子
育
て
の
輪
を
実
感
し
た

い
�
�
た
か
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
�
は
�親
子
や
地
域
の
そ
ん
な

思
い
が
集
う
杜�
も
り
�で
す
�

月
�
金
曜
日

７
時
25
分
�
18
時
45
分

土
曜
日

７
時
25
分
�
12
時
30
分

�
日
・
祝
日
は
休
み
�

●
子
育
て
相
談

●
こ
ど
も
の
杜

　
園
庭
と
山
の
遊
び
場
を
開
放

し
て
い
ま
す
��
一
年
中
�

●
お
や
こ
の
杜

・
人
形
劇:

年
２
回
の
開
催
�
次

　
回
は
２
月
８
日�
水
�で
す
�

・
保
育
所
行
事
へ
の
参
加
　
　

　
12
月
は
お
餅
つ
き
会
�

●
保
護
者
の
杜

　
年
３
回
の
子
育
て
講
座
で
す
�

次
回
は
�11
月
26
日�
土
�の
10
時

か
ら
�

●
一
時
保
育

●
は
ら
な
の
園

　
お
年
寄
り
と
の
交
流
の
場
で
す
�

　
た
か
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

�
こ
ど
も
の
杜
��
新
市
保
育
所
内
�

鈎
０
８
２
４
�
８
６
�
２
２
５
６

　
　

　できるだけ個別のニーズにお

応えするよう努力しています。今

回ご紹介した以外にもいろいろ

なメニューがありますので、地域

を問わず多くの皆さんのお越しを、

笑顔でお待ちしています。

　
小
奴
可
保
育
所
で
実
施
し
て

い
る�
に
こ
に
こ
広
場
�は
�あ
な

た
の
子
育
て
を
サ
ポ
�
ト
し
ま
す
�

楽
し
い
企
画
が
い
�
ぱ
い
�誰
で

も
気
軽
に
参
加
�み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
��
楽
し
い
に
こ
に
こ

広
場
�に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
�

月
�
金
曜
日

７
時
30
分
�
18
時

土
曜
日

７
時
30
分
�
17
時

�
日
・
祝
日
は
休
み
�

●
子
育
て
相
談

●
一
時
保
育

●
園
庭
利
用

　
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
い
つ

で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
�保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び

ま
し
�
う
�

●
コ
�
ヒ
�
サ
ロ
ン

　
お
茶
を
飲
ん
で
お
話
し
ま
し

�
う
�い
つ
で
も
�誰
で
も
ど
う
ぞ
�

●
11
月
17
日�
木
�

　
人
形
劇
を
鑑
賞
し
よ
う�
劇
団

�
入
道
雲
��

●
12
月
19
日�
月
�

　
ク
リ
ス
マ
ス
ク
�
キ
ン
グ

　
東
城
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
��
に

こ
に
こ
広
場
��
小
奴
可
保
育
所
内
�

鈎
０
８
４
７
７
�
５
�
０
０
３
１

Vol.3

スタッフから一言

　子育て家庭や地域の皆さ

んが気軽に集い、憩い、楽しみ、

学び、元気が出る場所にして

いきたいと思っています。毎

月の行事やその内容につい

ては、月初めにお問い合せく

ださい。市内各地域からのお

越しをお待ちしています。

スタッフから一言

小川　益丸さん
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キャンペーン実施中

観光で地域を活性化
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気配りで「訪れてみたい」まちづくりを
福島　規子さん

　思いがけず気配りを受けたとき、驚いたり感動しますが、これがリ

ピーター（何度も来てくださるお客）を増やすコツといえるでしょう。

例えば、食事サービスでお水をお持ちする際に、薬を飲もうとしてい

るお客様へ水と一緒に白湯もさりげなくお出しすると、サービス以

上の気配りに感動されます。

　支払った金額に対するサービスはもちろん、さらにプラスして「気

配り」があると、お客様は満足してリピーターになる傾向があります。

「その人がいるから来たくなるおもてなし」を各スポットで実践すれ

ば、「また訪れたくなるまち」と

して感じていただけると思い

ます。そのためには、「いらっし

ゃいませ（何かご用はありませ

んか？）」という受身の姿勢から、

「あなたの喜びが私の喜びです」

という姿勢に変えることがポ

イントといえます。
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集まったみんなで備北丘陵公園へ

出かけました

笑顔で話された福島さん

山の遊び場で元気に遊ぶ子どもたち

川　由基子さん

神之瀬峡の草木に
ついて研修するイ
ンストラクターの
皆さん

▲


